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事 業 報 告 書 
工組・支部名 ： 長野県電気工事業工業組合 青年部会 会長 唐木 敏彰 

資料提出日   ： 令和３年５月２４日 

  

１．【事業名】   令和３年度 長野県電気工事業工業組合青年部会 第 33 回通常総会 

 

２．【実施日時】 開催日  令和３年５月１２日（木） 

                  開始時間 １４時００分（受付開始１３時３０分） 

 

３．【実施場所】 信州 INA ｾﾐﾅｰﾊｳｽ 

         伊那市みすず 9620 TEL0265-73-8811 

 

４．【提言書 2016 との適合性】本事業に当てはまる項目番号と提言書ページ数をご記入ください 

  ①人材育成と後継者育成（P.5～）  ②組合員の経営安定化の支援（P.12～） 

  ③技術・施工品質の向上と経営能力の向上（P.16～） 

  ④その他（               ） 

◎項目番号： ②         ◎提言書ページ： P15       

 

５．【事業目的】  

電気工事業界に於いては、少子高齢化の影響で若手の人材不足が深刻な問題となっています。青

年部では従来とは違ったアプローチで、人材確保を考え次世代の人材育成、魅力ある業界づくりを

目指して活動展開してまいります。 

 

 

６. 【事業内容】  

 13：30 受付開始 

 14：00 令和３年度 第 33 回通常総会 

1） 開会のことば・・・・・・・・・・・・・飯田支部長 久保田 竹彦 

2） 会長挨拶・・・・・・・・・・・・・・・青年部会長 唐木 敏彰 

3） 来賓紹介 

4） 定足数の確認 

5） 議長選出 

6） 議事録作成者および署名者の確認 

7） 議事 

 第 1 号議案 令和 2年度事業報告ならびに決算報告承認の件 

 第 2 号議案 令和 3年度事業計画案ならびに収支予算案承認の件 

 第 3 号議案 任期満了に伴う役員改選の件 

 第 4 号議案 その他の件 

8） 報告事項  

9） 新役員挨拶 

10）御来賓挨拶・・・・長野県電気工事業工業組合 理事長 藤沢 一三 様 

11）卒業生挨拶・新入会員紹介 

12）閉会のことば・・・・・・・・・・・・・長野支部長 望月 一宏 
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 15：30 研修会「新しい人財獲得をめざして」 

1） 開会のことば・・・・・・・・・・・・・・・上田支部長 橋本 優 

2） 第 1部「新しい人財獲得を目指して」・・・・飯田支部長 久保田 竹彦 

3） 第 2部 講演会 ・・・・・・・・・・・・・・講師 ｸﾚｲﾍﾞﾄﾅﾑ㈱ 森田 泰斗 様 

 講演テーマ 

「知っている人だけが悲劇を避けられる これからの時代の外国人材活用法」 

4） 外国人材採用経営者の体験談・・・・・・・・㈱電建社 社長 小池 秀治様 

5） ﾍﾞﾄﾅﾑ人技術者の体験談（日本語ｽﾋﾟｰﾁ）・・・㈱電建社 社員 チュック 様 

6） まとめ 

7） 閉会のことば・・・・・・・・・・・・・・・松本支部長 宮内 光敏 

 

 

７．【参加員数】 合計 26 名 

        御来賓 6名 長野県電気工事業工業組合 3 名 電材店 3名  

長野県電気工事業工業組合 青年部会        会員 22 名 

                                事務局  1 名 

 

８．【外部協力者】 クレイベトナム㈱ 様、㈱電建社 様 

 

９．【事業総額】 355,671 円 

 

10．【事業の成果】  

 第 33 回通常総会と同日に、若手人材確保をテーマとした研修会を開催しました。 

 少子高齢化の影響で建設業に入職する若者の数も減少しています。これまでも、青年部では 

若手技術者獲得を目指して、技術専門校学生と意見交換の場を設けて電気業界の魅力発信を 

して参りました。今回は今までとは違った視点で人材確保をしている事例を専門の人材紹介 

事業者様を講師に迎えて講演会を行いました。外国の意欲ある若者を、従来の単なる労働者 

としてではなく、事前に言葉や、異文化による価値観の不一致を専門機関で教育を行い、即 

戦力となるﾚﾍﾞﾙの技術者として迎え入れる事例を紹介して頂きました。 

講演会後半では、実際に高度人材教育を受けた外国人技術者を雇用している経営者様の体験 

をお聞きしたり、ﾍﾞﾄﾅﾑ人若手技術者の話を日本語で受け答えしながら語って頂きました。 

コロナ禍の中、外国人の受け入れは簡単ではありませんが、若手人材確保の新たな方向性を 

考える機会となりました。 

 

11．【反省点または工夫した点】   

 会場使用時間制限の都合上、研修会の時間が不足してしまい十分な質疑応答の時間をとること 

 が出来ませんでした。 
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１2．【別添資料（写真・動画等）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通常総会 藤沢顧問挨拶 

講演会 外国人技術者の紹介 


